








要約

 胆道閉鎖症スクリーニングの経済的評価を実施した。既存の情報および専門家の意見よ

り評価モデルを設定した。発生率は 1/8700,検査有効性は感度 0.80,特異度 0.9993, スク

リーニング効果として早期の根治術により生存年延長と生活の質の改善を推定した。分析

方法としては,費用一効果分析および費用一効用分析を用いた。割引率を費用 5%,効果 0%

とすると,費用/効果比(万円/生存年延長)および費用/効用比(万円/健康生存年延長)は,そ

れぞれ 6万円,8 万円であった。割引率を費用,効果とも 5%とすると,両者は,30 万円,34 万

円となった。また,発生率を変数として感度分析を行うと(割引率:費用,効果, 5%),費用/

効果比は,22万円から 325 万円まで変動した。


